












































































































































































































































































































































































1970 年 3 月 東京女子大学文理学部史学科卒業
1972 年 3 月 東京都立大学大学院人文科学研究科史学専攻修士課程修了
1974 年 3 月 東京大学大学院人文科学研究科西洋史学専攻修士課程修了
1975 年 7 月 DAAD（ドイツ学術交流会）により、ミュンヘン大学歴史学専攻留学
（77 年 10 月まで）
1981 年 9 月 東京大学大学院人文科学研究科西洋史学専攻博士課程単位取得満期
退学
【職歴】
1986 年 4 月 東洋英和女学院短期大学国際教養科専任講師
1989 年 4 月 東洋英和女学院短期大学国際教養科助教授
1995 年 4 月 東洋英和女学院大学短期大学部国際教養科教授
1997 年 4 月 東洋英和女学院大学社会学部社会科学科助教授
1999 年 4 月 成城大学文芸学部ヨーロッパ文化学科助教授




1970 年～ 現代史研究会会員（1991 年～93 年編集委員。2002 年度運営委員長）
1973 年～ 歴史学研究会会員（1993 年～95 年委員）
24
1990 年～ 日本ドイツ学会会員（1995 年より編集委員、2008 年編集長、1999 年
～2013 年理事）
【受賞】


























洋英和女学院短期大学）第 26 号、1988 年
「第三帝国の『健康』政策」『歴史学研究』640 号、1992 年
「ベーテルと『安楽死』問題 ─ v. ボーデルシュヴィングの『抵抗』評価をめぐって」
『研究紀要』（東洋英和女学院短期大学）第 33 号、1995 年
「ナチス『医学の犯罪』と過去の克服」『世界』第 613 号、1995 年
「ドイツ第三帝国の断種政策と『安楽死』問題に関する最近の研究動向」『研究紀要』
（東洋英和女学院短期大学）第 35 号、1997 年
「第三帝国の『安楽死』と優生学 ─シュヴァルツのシュムール批判をめぐって」『成
城文藝』第 168 号、1999 年
「第三帝国期の予防医学─レオナルド・コンティを中心に」『ヨーロッパ文化研究』
第 22 集、2003 年
「東ドイツに帰国した亡命ユダヤ人たち（1）」『成城文藝』第 195 号、2006 年
「東ドイツに帰国した亡命ユダヤ人たち（2）」『成城文藝』第 197 号、2006 年
「東ドイツに帰国した亡命ユダヤ人たち（3）」『成城文藝』第 199 号、2007 年
「東ドイツに帰国した亡命ユダヤ人たち（4）」『成城文藝』第 200 号、2007 年
「東ドイツに帰国した亡命ユダヤ人たち（5）」『成城文藝』第 203 号、2008 年
「第三帝国と亡命ユダヤ人　「子供」の出国をめぐる問題を中心に」『史潮』新 64 号、
2008 年
「東ドイツに帰国した亡命ユダヤ人たち（6）」『成城文藝』第 207 号、2009 年
26
「東ドイツに帰国した亡命ユダヤ人たち（7）」『成城文藝』第 208 号、2009 年
「東ドイツに帰国した亡命ユダヤ人たち（8）」『成城文藝』第 211 号、2010 年






『日本読書新聞』1972 年 12 月 14 日




『史学雑誌』90 編 2 号、1981 年
雨宮栄一『ドイツ教会闘争の展開』（書評）『史学雑誌』91 編 3 号、1982 年
村瀬興雄『ナチス統治下の民衆生活』（書評） 
『現代史研究』（現代史研究会）31 号、1984 年











木谷勤／望田幸男編『ドイツ近代史─ 18 世紀から現代まで』（書評） 
『歴史学研究』653 号、1993 年
Besuch der Ausstellung ≫ Unit 731 ≪ , Mittelwege 36,  
Zeitschrift des Hamburger Instituts für Sozialforschung, H.6, 1993/1994
小俣和一郎『ナチスもう一つの大罪─「安楽死」とドイツ精神科学』 （書評） 
『科学』65 号、1995 年
芝健介『武装 SS ─ナチスもう一つの暴力装置』（書評） 
『史論』（東京女子大学）第 49 集、1996 年
川越修『性に悩む社会─ドイツ ある近代の軌跡』（書評） 
『週刊読書人』1996 年 3 月 29 日
「医学と良心─ニュルンベルク医師裁判から 50 年」 
『ドイツ研究』（日本ドイツ学会）24 号、1997 年
クレイ／リープマン『ナチス・ドイツ支配民族創出計画』（書評） 
『週刊金曜日』1998 年 1 月 23 日




『角川世界史辞典』 （項目執筆、「安楽死政策｣ など）、角川書店、2001 年
ヨアヒム・フェスト『ヒトラー　最期の 12 日間』（書評） 
共同通信社配信各紙、2005 年 7 月
28
「『白バラ』とドイツ抵抗運動」『歴史地理教育』（歴史教育者協議会）703 号、2006 年
歴史学研究会編『世界史史料　二〇世紀の世界Ⅰ　ふたつの世界大戦』 
（項目執筆、「ドイツの戦争目的」など）、岩波書店、2006 年
「救出された子供たち　キンダートランスポート七〇周年記念リユニオン」 
『未来』510 号、2009 年
工藤章・田嶋信雄編『日独関係史 1890-1945』（文献紹介） 
『日本歴史』735 号、2009 年
「亡命ユダヤ人のオーラルヒストリー　キンダートランスポートから東ドイツへ」
『西洋近現代史研究会会報』26 号、2012 年
「歴史を生きる人々」『成城教育』160 号、2013 年
